
◆
防
災
施
設
整
備

耐
震
性
貯

水
槽
（
下
図

参
照
）
や
防

災
行
政
無
線

の
増
設
な
ど

を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま

す
。

◆
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

自
助
が
最
も
大
切
で
す
が
、
自
力
で

は
避
難
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
名
簿

を
整
備
し
て
、
ど
こ
に
ど
の
く
ら
い
の

要
支
援
者
が
い
る
か
を
把
握
し
、
災
害

対
策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
発
生
直
後
は
公
助
の
果
た
す
役

割
が
低
い
も
の
の
、
市
は
災
害
発
生
ま

で
の
対
策
（
災
害
の
規
模
を
小
さ
く
す

る
減
災
な
ど
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
防
災
ガ
イ
ド
・
避
難
所
マ
ッ
プ

災
害
時
の
避
難
所
の
位
置
や
普
段
か

ら
の
備
え
、
情
報
収
集
に
至
る
ま
で
、

災
害
対
策
の
要
点
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

２
月
下
旬
ご
ろ
に
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
目
を
通
し
て
、
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
人
暮
ら
し
の
人
や
、
家
族
が
別
々

の
場
所
で
被
災
し
た
と
き
、
避
難
所
で

の
生
活
…
そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る
の
は

や
は
り
同
じ
地
域
に
住
む
人
々
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
普
段

か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

３
月
号
で
は
、
災
害
に
対
す
る
地
域

の
取
り
組
み

や
、
参
加
者

の
声
を
お
伝

え
し
ま
す
。

今
す
ぐ
始
め
る
家
具
の
固
定

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
死
亡
者
の
約

80
％
は
、
住
宅
の
倒
壊
や
家
具
の
下
敷

き
に
よ
る
圧
死
・
窒
息
死
で
し
た
。
家

具
の
固
定
は
生
存
率
を
高
め
、
避
難
経

路
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
地

震
の
リ
ス
ク
を
大
き
く
低
減
し
ま
す
。

家
具
の
固
定
が
難
し
い
場
合
は
、
大

き
な
家
具
の

な
い
部
屋
を

寝
室
に
す
る

な
ど
の
工
夫

も
有
効
で
す
。

下
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト

を
使
っ
て
、

家
具
の
固
定

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

今
す
ぐ
始
め
る
１
週
間
分
の
備
蓄

災
害
時
、
救
援
物
資
が
届
く
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
１
週
間
分
の

食
料
を
備
蓄
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

備
蓄
に
は
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
活
用

の
ほ
か
、
〝
食
べ
な
が
ら
蓄
え
る
〞
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
方
法
が
有

効
で
す
。
こ
れ
は
水
や
食
料
を
多
め
に

常
備
し
、
消
費
し
た
分
だ
け
補
充
す
る

も
の
で
す
。
比
較
的
消
費
期
限
が
短
い

も
の
も
備
蓄
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

左
下
の
備
蓄
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
参

考
に
、
１
週
間
分
の
食
料
の
ほ
か
、
生

活
用
品
な
ど
の
備
蓄
も
進
め
ま
し
ょ
う
。

そ
ろ
え
や
す
い
も
の
か
ら
、
少
し
ず

つ
で
構
い
ま

せ
ん
。
い
つ

起
き
る
か
分

か
ら
な
い
災

害
の
た
め
に
、

今
す
ぐ
行
動

を
起
こ
す
こ

と
が
重
要
で

す
！

家
族
を
助
け
る
人
に
な
る

□テレビをテレビ台にベルトなどで固定している 
□テレビ台をＬ型金具などで壁に固定している
□冷蔵庫をベルトなどで壁と連結している
□冷蔵庫や家具の上に落下しやすいものを置いてい
ない

□窓ガラスの近くに大型家電や家具を置いていない
□吊り下げ式の照明にチェーンで揺れ防止対策をし
ている 

□テーブル・椅子の脚に滑り止めをつけている 
□食器棚などから収納物が飛び出ないように扉の開
放防止器具をつけている 

□窓や食器棚のガラスに飛散防止フィルムを貼って
いる

□家具が転倒・移動しても避難経路（ドアなど）を
ふさがない置き方にしている

これを参考に、各家庭に合ったものを備蓄しましょう！
◆食料品
★以下のものをローリングストック！
□水（１日分　1.5ℓ／人）
□携帯食（チョコレート、キャンディー、栄養補助食品など）
□非常食（乾パン・缶詰など調理なしで食べられるもの）
◆装備品（避難時に使用）
□ヘルメット・防災頭巾・帽子
□手袋
□運動靴
◆生活用品
□携帯ラジオ（予備電池も）
□身分証明書のコピー
□懐中電灯（予備電池も）
□救急用品セット（消毒液、脱脂綿、
ガーゼ、ばんそうこう、包帯、三
角巾など）
□持病薬・常備薬、処方箋のコピー
□マスク
□ティッシュペーパー、トイレット
ペーパー、ウェットティッシュ
□タオル（清掃用、手当て用、下着の代用など）
□簡易トイレ
□ライター、マッチ
□布ガムテープ
□筆記用具
□万能ナイフ
□毛抜き（ピンセット代わり）
□防寒用品（使い捨てカイロ、ブランケットなど）
□ポリ袋（大小10枚）、ビニールシート
□生理用品

お
隣
さ
ん
を

 

助
け
る
人
に
な
る

助
け
る
人
を
作
る
環
境
整
備

　　　　切り取って使おう！
備蓄チェックシート
保存版

　特別な保存食を用意する
のではなく、普段の飲食物
を使用しながら無駄なく備
えること。

❶最初だけ
　多めに買う

❷いつも
　通りに使う

❷と❸の
　サイクルを保つ

＋

❸半分ぐらい
　減ったら
　買い足す

ローリングストックとは
ガ
ラ
ス
用
シ
ー
ト

自 

助

共 

助

公 
助

3　広報  平成28年2月号 広報  平成28年2月号　2

岩手県大
お お

槌
つ ち

町
ちょう

 復興リポート

立川断層帯地震発生時の
被害想定の最大値（市内）

死者・負傷者数 922人

建物全壊棟数
（木造） 846棟

焼失棟数 779棟

避難者
（１週間後） 10,400人

友田和弘さん　所沢市職員。平成
27年４月から岩手県大槌町に派
遣され、災害復旧業務に従事。住
民対応に奮闘する毎日。
　大槌町へは23年から職員派遣
を行い、友田さんで７人目となる。
　大槌町は岩手県の沿岸部に位置
し、東日本大震災の津波で壊滅的
な打撃を受けました。2015年の
国勢調査（速報）では、５年前に
比べ人口が23.2％も減少していま
す。それでも大槌の人々は復興に
向けて一歩一歩前へ進んでいます。
　震災当時は町の機能がマヒして
しまったそうです。そんなとき頼
りになったのは、やはり地域の力。
大槌町吉

き

里
り

吉
き

里
り

地区では、住民自
ら外からの救助を待たず直ちに行
動することを決め、自主災害対策
本部を立ち上げました。そして住
民が主体となって行方不明者の捜
索、救援車両受け入れのためのガ
レキ撤去を始めました。
　所沢市にお住まいの皆さんも被
災地を助けることができます。例
えば被災地を観光する、名産品を
買うといった方法です（４頁参
照）。そして、このような被災地
の記憶を次の災害対策に生かすこ
とが何より大切だと思います。

助
け
る
人
に
な
る

大
地
震
が
予
想
さ
れ
て
い
る

県
の
調
査
で
、
所
沢
市
に
被
害
を
も

た
ら
す
地
震
が
５
種
類
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
最
も
被
害
が
大
き
い
と

予
想
さ
れ
て
い
る
の
が
立
川
断
層
帯
地

震
で
す
。

最
大
で
震
度

は
６
強
、
死
者

・
負
傷
者
は
９

２
２
人
、
１
週

間
後
も
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ

る
人
は
１
万
人

（
人
口
の
約
３

％
）
を
超
え
る

予
測
で
す
。

３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
。
津
波
、
原
発
事
故
、
計
画
停
電
…

あ
の
日
の
不
安
と
恐
怖
は
徐
々
に
薄
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
震
災
後
も
日
本
各
地
で
地

震
、
集
中
豪
雨
、
噴
火
な
ど
が
発
生
し

て
お
り
、
い
つ
大
き
な
災
害
が
起
こ
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
ら
れ
る
人

で
は
な
く
『
助
け
る
人
』
に
な
る
た
め

に
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
リ
ス
ク
に
対
し
て

行
動
を
起
こ
す
の
は
、
今
な
の
で
す
。

災
害
対
策
を
２
カ
月
（
２
・
３
月
号
）

に
渡
っ
て
特
集
し
ま
す
。

災
害
対
策
を
し
な
い

　

＝
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
な
い
運
転

立
川
断
層
帯
地
震
の
発
生
確
率
（
30

年
以
内
）
は
0.5
〜
２
％
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
な
ん
だ
、
ほ
と
ん
ど
起
こ

ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
っ
た
人
こ

そ
危
険
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
も
立
川
断
層
帯

地
震
に
近
い
確
率
で
し
た
が
、
実
際
に

発
生
し
ま
し
た
。
数
値
が
低
く
て
も
油

断
は
禁
物
で
す
。
「
30
年
以
内
」
は
明

日
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
か
ら
。

車
に
乗
る
と
き
、
事
故
に
備
え
て
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
す
。
そ
し
て

安
全
運
転
を
心
が
け
て
も
、
0.2
％
の
確

率
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

立
川
断
層
帯
地
震
が
起
こ
る
確
率
は

そ
の
2.5
〜
10
倍
に
及
び
ま
す
。
災
害
対

策
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
な
い
で
車
に
乗
る
よ
う
な

も
の
な
の
で
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助

　
　
　
　
　
　

＝
７
：
２
：
１

で
は
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
災
害
対

策
を
進
め
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
家

屋
か
ら
救
助
さ
れ
た
人
の
３
分
の
２
が

自
助
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
教
訓
か
ら
、
自
助
（
家
庭
）
、

共
助
（
地
域
）
、
公
助
（
行
政
）
の
割

合
は
７
：
２
：
１
と
言
わ
れ
ま
す
。

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
消
防
や

警
察
な
ど
の
公
的
な
支
援
で
全
て
を
カ

バ
ー
す
る
の
は
困
難
で
す
。
ま
ず
は
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
（
自
助
）
、

次
に
地
域
の
つ
な
が
り
で
助
け
合
う
こ

と
（
共
助
）
が
大
切
な
の
で
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
２
９
９
８

-

９
３
９
９
5
２
９
９
８

-

９
０
４
２

▼シートベルトはする
のに…災害対策は？

自助
（自力・家族）
66.8％

共助（友人・
隣人・通行人）
30.7％

公助（救助隊）
1.7％

その他0.9％

阪神・淡路大震災の地域の人による救出活動
撮影：前田耕作　提供：神戸大学附属図書館震災文庫

被災地を助ける人になる

自助

共助

公助

種類 発生確率
（30年以内）

立川断層帯地震 0.5～2％
阪神・淡路大震災
（1995年） 0.02～8％

東日本大震災
（2011年） 10～20％

交通事故
（死亡事故） 0.2％

◎過去の地震は発生直前の数値です。

◆震災前の大槌町

◆震災直後の大槌町

◆現在の大槌町


